
ムクロジ科フウセンカズラ属
Cardiospermum halicacabum、つる性
の一年草。この植物は一昨年の8月
末に、現代教育学部 71号館南端の
花壇で他の雑草に絡みついている
のを見かけた。10月末になっても
咲いている。小さな白い花と果実
らしき緑の袋の対比が珍しい。調
べたら「フウセンカズラ」であった。
思い切って袋を割いてみると、三
つの部屋に分かれており、艶のあ
る小さな緑色の玉のような種子が
一つずつ入っていた。枯れた袋に
入っていた種子は黒く変わり、ど

れにも同じ白いハート型の模様が
ついている。属名のとおりの「ハー
トの種子」である。フウセンカズ
ラは、明るい緑色の葉の蔓草で、
日除けにも使われる。花の後に、
径2.5cmほどの緑の風船を生じ、種
子はハートの模様という、思いが
けない形の変化が楽しい植物であ
る。ホオズキのような袋の役割は
不明であるが、種子がメラニン様
の色素に覆われて耐久性を獲得す
るまで紫外線や害虫から保護して
いるのだろう。科名のムクロジ同
様に、毒性のあるサポニンなどの
物質を含むらしく、それも子孫を
残すのに役立っているに違いない。
　栽培されているようには見えな
かったが、幼児教育学科の千田先
生に伺うと、花壇は模擬園庭と呼
び、だいぶ前から勝手に生えてい

るとのことであった。図鑑には、
中米原産で、熱帯では多年生であ
るが温帯では一年生草本とある。
　英語名では balloon vine（balloon 
plant、love in a puff ）で、和名は
その直訳だろう。枝先の 3 つの花
柄より少し下の茎から巻きひげが
対になって生じ、支柱に巻き付く。
世界中に広がり、日本でも観賞用
に栽培されたが、既に野草化して
いるようである。 
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　小・中学校で行う天体の学習は、昼間に実際の星や月の動
きを観察することができないため、教師は指導に苦労します。
そこで国立天文台が作成した天文シミュレーションソフト
「Mitaka」（以後、「Mitaka」）を用いた授業実践を行いました。
「Mitaka」の特徴は、地球から天体を観るだけでなく、宇宙に
飛び出して星に接近し、その表面を観察したり、宇宙のさま
ざまな構造や天体の位置を見たりすることができます。私の
研究室の学生4人は「Mitaka」の操作・解説マニュアルを作
成し、それを用いた授業を小学校4校と中学校1校で先生方に
実践し、卒業研究にまとめました。現在、児童・生徒に一人1

台のタブレットPCが貸与されています。
それに「Mitaka」をダウンロード・イ
ンストールし、子どもたちが主体的に
「Mitaka」を操作して天体学習を行う実
践をしてもらいました。子どもたちは、
天体への興味・関心を高め、興味を持っ
た天体について自ら調べ学習を行いレ
ポートにまとめていました。
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小・中学校理科天体授業で用いる天文シ
ミュレーションソフトMitaka（国立天文台）
の操作・解説マニュアルを作成
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（写真上）子ども一人一人が、「Mitaka」をダウンロー
ド・インストールしたタブレットを操作しながら行
う天体学習
（写真右）子どもたちが自ら「Mitaka」を操作して
天体学習を行った後、興味・関心を持った天体を主
体的に調べ学習し、まとめたレポート




